
新
刊
本
棚

お
と
な
の
本

こ
ど
も
の
本

14歳の教室
こんにちは！
わたしのえ

　

頭
が
痛
い
、
体
が
重
い
、
や

る
気
が
出
な
い
…
そ
ん
な
な
ん

と
な
く
の
不
調
「
未
病
」
は
カ

ラ
ダ
の
危
険
信
号
！
未
病
を
改

善
す
る
行
動
指
針
や
、
「
冷
え

性
」
「
む
く
み
」
「
心
の
不

調
」
と
い
っ
た
よ
く
あ
る
症
状

別
未
病
の
対
策
法
な
ど
を
紹
介

す
る
。

未病図鑑

若
松 

英
輔
／
著

N
H
K
出
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渡
辺 

賢
治
／
著

デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
ー
・

ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン

　
　
　
　
　
　

 　

村
上 

春
樹
／
著

文
藝
春
秋
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こ
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し
ろ
う
／
作

 

ほ
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版
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五
條
の

る
探第142回

五
條
の

をを

歴
史を

歴
史

　

日
本
列
島
で
は
３
世
紀
中
頃
か
ら
７
世
紀

末
ま
で
、現
代
の
私
た
ち
が「
古
墳
」と
呼
ぶ

大
き
な
墓
が
各
地
に
築
か
れ
ま
し
た
。そ
の

数
は
、14
万
基
以
上
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

列
島
最
大
の
古
墳
は
、大
阪
府
堺
市
に
あ
る

墳
丘
の
長
さ
４
８
６
ｍ
の
前
方
後
円
墳
の
大

仙
古
墳（
仁
徳
天
皇
陵
古
墳
）で
、周
囲
の
濠
・

外
堤
ま
で
含
め
る
と
広
大
な
土
地
を
占
め
ま

す
。逆
に
小
さ
い
古
墳
は
、直
径
や
一
辺
が
10
ｍ

程
度
の
円
墳
・
方
墳
が
数
多
く
、中
に
は
円
筒

埴
輪
や
土
器
な
ど
を
棺
に
転
用
し
て
埋
め
る

だ
け
の
墓
も
あ
り
ま
す
。大
き
さ
や
構
造
は

ま
ち
ま
ち
で
す
が
、大
王（
天
皇
）か
ら
家
族

の
長
に
至
る
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
階
層
の
有

力
者
が
副
葬
品
と
と
も
に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。

　

五
條
市
内
で
も
１
０
０
基
近
く
の
古
墳
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、約
10
基
の
大
型
・
中

型
の
古
墳
以
外
は
ほ
と
ん
ど
が
10
ｍ
前
後
の

小
古
墳
で
す
。博
物
館
の
秋
季
企
画
展（
10
月

〜
12
月
開
催
予
定
）に
あ
わ
せ
て
、し
ば
ら
く

五
條
の
古
墳
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

五
條
で
最
も
古
い
の
は
、荒
坂
峠
の
頂
上

に
あ
る
４
世
紀
後
半
の
大
墓
古
墳（
今
井
町
・

方
墳
）で
す
。そ
の
数
十
年
後
、市
域
最
大
の

近
内
鑵
子
塚
古
墳（
近
内
町
・
円
墳
）が
向
山

丘
陵
に
築
か
れ
、５
世
紀
末
に
至
る
ま
で
北

宇
智
地
域
に
大
小
の
古
墳
が
順
次
造
ら
れ
ま

し
た
。こ
の
近
内
古
墳
群
は
、蒙
古
鉢
形
冑
が

出
土
し
た
猫
塚
古
墳（
西
河
内
町
）や
、壮
年
男

性
が
石
棺
に
眠
る
塚
山
古
墳（
出
屋
敷
町
）、

木
製
品
を
立
て
た
つ
じ
の
山
古
墳（
近
内
町
）

な
ど
の
方
墳
と
円
墳
を
中
核
と
し
て
お
り
、

前
方
後
円
墳
を
含
ま
な
い
古
墳
群
と
し
て
県

内
で
は
珍
し
い
存
在
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
首
長
墓
の
周
辺
に
は
、小
古
墳

や
埴
輪
棺
な
ど
が
築
か
れ
て
お
り
、歴
代
の

首
長
を
支
え
た
有
力
者
の
墓
と
み
ら
れ
ま
す
。

（
続
く
）　

文
化
財
課
学
芸
員　

前
坂 

尚
志

　

  

文
化
財
課　

  　

２
４
・
２
０
１
１

問

☎

五
條
市
内
の
古
墳
（
そ
の
１
）

見取り図案内其の百四拾見取り図案内其の百四拾見取り図案内其の百四拾見取り図案内其の百四拾 榮山寺と五條（13）榮山寺と五條（13）榮山寺と五條（13）

あ
さ
か

　

近
江
国
は
、
藤
原
武
智
麻
呂
が
和
銅

５
年
（
７
１
２
年
）
に
近
江
守
に
就
任

し
、
大
規
模
な
寺
院
改
革
に
取
り
組
ん

で
以
来
、
藤
原
南
家
と
の
結
び
つ
き
が

大
き
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
近
江
国
は
、

瀬
田
を
起
点
と
す
る
東
山
道
が
陸
奥
国

ま
で
届
く
こ
と
で
、
都
と
東
国
と
を
結

ぶ
交
通
の
要
衝
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ

こ
に
着
眼
し
た
の
が
、
仲
麻
呂
で
す
。

天
平
17
年
（
７
４
５
年
）
よ
り
、
仲
麻

呂
は
、
近
江
守
を
兼
任
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
年
の
１
月
。
仲
麻
呂
の
進
言
に

よ
り
、
そ
れ
ま
で
離
宮
で
あ
っ
た
近
江

紫
香
楽
宮
（
滋
賀
県
甲
賀
市
）
が
新
都

と
定
め
ら
れ
、
建
設
中
の
恭
仁
京
か
ら

都
が
移
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
天
平
18
年

（
７
４
６
年
）
。
仲
麻
呂
は
、
官
吏
の

選
抜
を
行
う
役
職
の
式
部
卿
と
な
り
、

大
幅
な
人
事
異
動
に
よ
っ
て
、
人
脈
を

広
げ
ま
し
た
。

　

仲
麻
呂
が
権
力
を
拡
大
さ
せ
た
背
景

に
は
、
伯
母
で
あ
る
光
明
皇
后
と
そ
の

娘
で
仲
麻
呂
の
い
と
こ
に
あ
た
る
阿
倍

内
親
王
（
後
の
孝
謙
天
皇
）
の
後
ろ
盾

が
あ
り
ま
し
た
。

　

阿
倍
内
親
王
は
、
聖
武
天
皇
の
第
一

皇
子
基
王
が
亡
く
な
っ
た
後
、
皇
太
子

と
定
め
ら
れ
て
は
い
ま
し
た
が
、
井
上

内
親
王
の
同
母
弟
で
、
天
皇
の
第
二
皇

子
で
あ
る
安
積
親
王
も
、
男
子
と
い
う

こ
と
で
、
天
皇
の
有
力
候
補
に
残
っ
て

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
安
積
親
王
は
、

天
平
16
年
（
７
４
４
年
）
、
天
皇
の
離

宮
で
あ
る
難
波
宮
に
行
く
途
中
で
脚
気

を
患
い
、
二
日
後
に
急
死
。
こ
れ
に
よ

り
阿
部
内
親
王
が
次
期
天
皇
と
な
る
こ

と
が
確
定
し
ま
す
。
親
王
の
死
は
あ
ま

り
に
不
自
然
で
、
仲
麻
呂
に
よ
る
毒
殺

か
と
噂
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
上
、
天
平
21
年
（
７
４
９
年
）

２
月
。
建
立
中
の
東
大
寺
大
仏
を
鍍
金

す
る
黄
金
が
不
足
し
た
最
、
陸
奥
国
よ

り
、
大
量
の
黄
金
が
献
上
さ
れ
、
こ
れ

も
、
陸
奥
国
か
ら
の
ル
ー
ト
を
掌
握
す

る
近
江
守
仲
麻
呂
に
と
っ
て
好
材
料
と

な
り
ま
し
た
、

 
 

そ
の
年
７
月
。
孝
謙
天
皇
が
即
位
。

聖
武
天
皇
は
上
皇
と
な
り
、
仲
麻
呂
は

大
納
言
に
昇
進
し
、
橘
諸
兄
や
、
兄
豊

成
を
凌
ぐ
勢
い
と
な
り
ま
す
。
諸
兄
は
、

そ
の
２
年
後
、
聖
武
上
皇
に
不
敬
の
発

言
を
し
た
と
い
う
讒
言
に
よ
っ
て
失
脚

し
て
、
翌
年
に
亡
く
な
り
ま
す
。

　

豊
成
は
、
近
江
国
で
は
な
く
、
式
家

の
祖
宇
合
が
造
営
の
責
任
者
で
あ
り
な

が
ら
、
宇
合
の
嫡
男
の
広
嗣
の
乱
以
来

動
き
を
止
め
て
し
ま
っ
て
い
た
難
波
宮

を
見
て
い
ま
し
た
。
（
つ
づ
く
）

館
長　

川
村 

優
理

　

先
が
見
え
ず
に
苦
し
い
と
き
、

言
葉
が
君
を
支
え
て
く
れ
る
。

「
お
も
う
」
「
考
え
る
」
な
ど

素
朴
な
動
詞
の
意
味
を
問
い
な

が
ら
、
大
切
な
言
葉
と
出
会
う

7
つ
の
授
業
。
筑
波
大
学
附
属

中
学
校
で
の
講
義
を
も
と
に
書

籍
化
。

め
っ
き

だ
い

せ
ん

に
ん
と
く
て
ん
の
う
り
ょ
う

感染症対策のため、閲覧席

の利用中止しています。

ご協力をお願いします。

た
ち
ば
な
の
も
ろ
え

う
ま
か
い

し
が
ら
き
の
み
や

も
と
い
お
う

上空から見た近内鑵子塚古墳
（直径約 85ｍ）

ほ
り

は
に
わ

お
お
は
か

ち
か
う
ち
か
ん
す
づ
か

も
う
こ
ば
ち
が
た
か
ぶ
と

文化に関するイベント情報

10 月～ 3月の第 3水曜日 14 時～ 15 時 30 分（全 6回）
市立五條文化博物館　1階研修室　
先着10人
300円（初回のみ、博物館入館料として）
電話で申し込んでください。
　  文化財課　　２４－２０１１

古文書講座を開催します
時

所

￥

　古文書に書かれている「くずし字」
を読み解き、五條の歴史を探ります。

問申

方

定

☎

21 20まなびのひろば時 日時 所 場所 対 対象 定 定員 ￥ 費用 師 講師 方 申込方法 期 期間 〆 締切内 内容 持 持ち物 申 申込先 問 問合先 ☎ 電話番号 FAXFAX FAX 番号 メール注 注意事項 他 その他！ 重要

９ 月 図書館だより
市立図書館（水曜休館）
２２－４１３３

問

☎

すーくん
五條市立図書館c図書館ブログ

こ
そ
だ
て

こ
そ
だ
て

市
民
ご
よ
み

市
民
ご
よ
み

く
ら
し

く
ら
し

感
染
症
対
策

感
染
症
対
策

ま
な
び

ま
な
び

病
院
・
消
防

病
院
・
消
防

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

交　

流

交　

流

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

蔵書検索


